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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 29日 (2005.7.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ｎ 型 窒 化 物 半 導 体 と ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 の 所 定
の 一 部 に ｐ 電 極 を 備 え る 発 光 素 子 に お い て 、
　 前 記 ｐ 電 極 は 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 に 対 し て 第 ２ の 部 材 よ り も 接 触 抵 抗 が 低 い 第 １ の
部 材 と 、 前 記 発 光 素 子 の 光 に 対 し て 第 １ の 部 材 よ り も 反 射 率 の 高 い 第 ２ の 部 材 か ら 少 な く
と も 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 一 方 の 部 材 は 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体
が 露 出 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 他 の 部 材 は 、 少 な く と も 前 記 開 口 部 内
に 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 が 露 出 し た 開 口 部 を 有 す る 部 材 は 、 複 数 の 開 口 部 を 有 す る メ ッ シ
ュ 形 状 で あ り 、 少 な く と も 前 記 メ ッ シ ュ 形 状 の 開 口 部 内 に 他 の 部 材 が 充 填 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 部 材 は 、 Ｎ ｉ 、 Ａ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｉ ｒ 、 Ｐ ｄ か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ つ の 元
素 を 含 む 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 部 材 は Ａ ｇ を 主 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か に 記 載 の 発 光
素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ｎ 型 窒 化 物 半 導 体 と ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 の 所 定
の 一 部 に ｐ 電 極 を 備 え る 発 光 素 子 に お い て 、
　 前 記 ｐ 電 極 は 、 Ｎ ｉ 、 Ａ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｉ ｒ 、 Ｐ ｄ か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ つ の 元 素 を
含 む 構 成 で あ る 第 １ の 部 材 と 、 前 記 発 光 素 子 の 光 に 対 し て 第 １ の 部 材 よ り も 反 射 率 の 高 い
Ａ ｇ を 主 と す る 第 ２ の 部 材 か ら 少 な く と も 構 成 さ れ 、



【 請 求 項 ６ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ の 部 材 は Ａ ｇ を 主 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 効 率 の 良 い 光 反 射 を
得 る こ と が で き 、 結 果 と し て 発 光 素 子 の 発 光 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ｐ 電
極 は 、 Ａ ｇ よ り も 接 触 抵 抗 の 低 い 第 １ の 部 材 を 有 す る の で 、 実 際 に 発 光 素 子 を 駆 動 す る 際
に 、 電 流 が 主 に 第 １ の 部 材 に 集 中 す る 。 こ れ に よ り Ａ ｇ の 移 動 、 す な わ ち イ オ ン マ イ グ レ
ー シ ョ ン を 抑 制 し 、 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る

(2) JP 2004-71655 A5 2005.10.27

　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 一 方 の 部 材 は 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体
が 露 出 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 他 の 部 材 は 、 少 な く と も 前 記 開 口 部 内
に 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 素 子 。

　 前 記 第 １ の 部 材 が 開 口 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 部 材 が 前 記 開 口 部 内 に 充 填 さ れ て い る と と
も に 、 前 記 第 ２ の 部 材 が 第 １ の 部 材 を 完 全 に 覆 う 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
５ の い ず れ か に 記 載 の 発 光 素 子 。

。
　 ま た 、 ｎ 型 窒 化 物 半 導 体 と ｐ 型 窒 化 物 半 導 体 を 少 な く と も 有 し 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体
の 所 定 の 一 部 に ｐ 電 極 を 備 え る 発 光 素 子 に お い て 、
　 前 記 ｐ 電 極 は 、 Ｎ ｉ 、 Ａ ｕ 、 Ｒ ｈ 、 Ｉ ｒ 、 Ｐ ｄ か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ つ の 元 素 を
含 む 構 成 で あ る 第 １ の 部 材 と 、 前 記 発 光 素 子 の 光 に 対 し て 第 １ の 部 材 よ り も 反 射 率 の 高 い
Ａ ｇ を 主 と す る 第 ２ の 部 材 か ら 少 な く と も 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 一 方 の 部 材 は 、 前 記 ｐ 型 窒 化 物 半 導 体
が 露 出 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 選 択 さ れ る 他 の 部 材 は 、 少 な く と も 前 記 開 口 部 内
に 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に ま た 、 前 記 第 １ の 部 材 が 開 口 部 を 有 し 、 前 記
第 ２ の 部 材 が 前 記 開 口 部 内 に 充 填 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ２ の 部 材 が 第 １ の 部 材 を 完
全 に 覆 う 構 成 で あ る こ と が 好 ま し い 。
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